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今年の６月、新たなアートスペースとして上野にオープンするMoon Gallery & Studio
は、そのこけら落としとして、侯米蘭（コウ・ベイラン）のキュレーションによるグルー
プ展「ういたび_celebrating」を開催いたします。本展は、画廊の改装工事が始まる前
に、元々駐車場だったスペースをそのまま活用し、展覧会を構成しています。国内外から
12名のアーティスト、松尾華子、丸山太郎、根本祐杜、REMA、seii、月兎、髙橋直宏、
吴雨珏、Joiii Xu、楊璞頼馨、張雨論、邹紫薇が参加いたします。 
 
本展のタイトル「ういたび」は、漢字で「初他火」と表します。これは、生理中の女性が
炊事を行う際に別の火を使うこと（別火）を指し、穢れを避けるための物忌みの一種とさ
れています。また、民俗学では、「旅」の語源が「他火」であるとされています。別の火
を作り、暮らしを立て直す意味で「旅」が求められているということです。 
 
月経は女性が性成熟する過程で現れる生理現象の一つですが、さまざまな地域でタブー視
されてきた歴史があります。初潮を迎えることは、新たな身体的経験へと転換する意味が
あり、「女」としての意識やライフスタイル、他者からの視線なども変わり、社会におけ
る立ち位置が変化していきます。このように「身体」の成長は、単に生理学的な話ではな
く、社会的なレベルで影響を与えます。この点においては、実際は「男」も同様だと言え
るでしょう。社会的役割やジェンダーにおける「女／男」の二項対立は身体的な違いだけ
を根拠としており、人間にとって不自由な分類だといえます。 
 
「肉体からの解放こそは、人間の解放である」i 
 
時代や国で異なるジェンダー・スタンダードは、社会的に作られていたものです。労働力
中心だった戦争時代では武力的に優位だった男性だけが権利をもち、その構造下では身体
能力の差が生じ、男女関係なく、無力感、劣勢感を抱く人々がいました。そう考えると、
セックスの違いは男女の間の強固な境界であるものの、それだけで「女／男」を二項対立
に分類してしまうことはあまりに乱暴にすぎるでしょう。「人間には個々の肉体があ
る」。中国の思想家である荘子は、人間は肉体に縛られざるを得ないが、しかし肉体に縛
られているからこそ、その肉体による活動を通して、肉体に執着する意識を減殺しうると
したのです。ii 
 
本展は、人間の在り方をジェンダーから解放し、新たな自己像を探す「タビ」をする意味
で、独自の視点を持つ作家たちの作品をヒントにして展示する。人間の器官が放つ生命力
を感じさせる丸山太郎、ペニスを主体性の持つ人体として扱う根本祐杜、髪型や化粧など
のセルフイメージを忠実に作品化するREMA、妊娠中の身体経験を通して心身を再認識す
る月兎、身体の正しさに対して揺らぎを働きかける高橋直宏など。合計12名のアーティ
ストによる作品は、私たちの固定概念の呪縛から解放し、自由を与え、私たちがそれぞれ
の肉体で生きていることを自覚させてくれるのではないでしょうか。 



 
ボーターレスを提唱する現代社会では、身体とアイデンティティーの関係を議論し続けな
ければなりません。「死」と「エロス」をテーマにしたフランスの思想家ジョルジュ・バ
タイユは、何かをどう認識するかは、認識する主体（私）の存在が生き延びてゆくことに
役立つ行為であるとしています。iii私たちは自分の身体を忠実に認識しているのか、固有
な経験である身体の経験をジェンダー化に合わせていないか。セックスの次元や、自我と
他者の身体の物質性、それらを見直すことは人生を立て直す「旅」に立つことなのです。 
 
本展は、文化的に構築され、内面化されてきた社会的ジェンダーから肉体を解放し、新た
な身体像を提示する作品群を通じて、鑑賞者自身が新たな自己像を展開していくことを期
待しています。 
 

 
i!⽥村泰次郎研究（⼀）"「⾁体の⾨」⾃筆原稿の検討、尾⻄康充!著、2005 
ii ⾁体から道へー荘⼦思想の⼀考察ー, ⽯⽥ 志穂 著、2000 
iii ジョルジュ・バタイユと⾁体の唯物論(前篇), 酒井 健 著、2006 
 
 
 
展⽰概要： 
 
ういたび_Celebrating 
 
会期 2023 年 6 ⽉ 11 ⽇〜7 ⽉ 9 ⽇  
会場 Moon Gallery & Studio 
住所 東京都台東区北上野 2-3-13 
開館時間 ⽊〜⽇ 13:00〜19:00  
休館⽇  ⽉、⽕、⽔ 
観覧料  無料  
アクセス 上野駅から徒歩 9 分、稲荷町駅から徒歩 8 分、⼊⾕駅から徒歩 8 分 


